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概 要 

 

総勢１００名の中学生・高校生・大学生が、２期それぞれ２日間、大阪市立科学館で展示解説を行っ

た。数人が１グループを構成し、16 グループそれぞれが２つの展示を解説するものである。学生が主体と

なって運営し、展示解説のための学習も自発的に行った。さらに、大阪府下の小中学校に配布すること

を目的に、展示解説書を作成した。科学館来館者には喜ばれ、多くの解説者には達成感があり、次回

取り組みへの意欲が見られた。教員や学芸員の指導があったものの、それを超えた自己組織化が現れ、

単なる知識伝授だけのものでなく、科学を文化として楽しむ取り組みとなった。 

 

 

１．はじめに   

1993 年から科学館で実施されてきた青少年のため

の科学の祭典１ は、規模が年々拡大し科学館会場で

は手狭となり、2000 年度から大阪駅前のハービスホー

ルを新会場として実施されるようになった。入場者は６

千人規模から３万人規模となり、これ以上の規模拡大

は限界に達していた。そこで、旧会場の科学館をも使

用することが模索され、これまでの出展に例を見ない

取り組みとして、2004 年８月 21,22 日に、中学生・高校

生・大学生による科学館の展示解説「科学の基礎を

訪ねる」を実施した。これはスタンプラリーの一種で、科

学館展示場で２０名の学生が１０班に分かれ参加者を

待ち受け展示解説をし、参加者はその展示解説を聞

いて回るもので、青少年のための科学の祭典の入場

者を対象に行われた(図１、２)。展示解説は一般の科

学館入場者に対しても行われた。準備から実施まで運

営は学生が主体となって行い、見学者・学生双方から

好評であった２。 

このプログラムには多様な効果が期待される。たとえ

ば、 

①主体的な学習の場の提供 

                                            
 *1 大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎 
*2 大阪教育大学附属天王寺中学校 
*3 大阪教育大学 
*4 大阪市立科学館 
*5 大阪市立科学館,大阪学院大学 

学校教育では学習すべき内容が決まっていて、教

員から生徒へ知識伝授されるのが原則である。本プロ

グラムでは、展示解説のために学習するという動機を

自ずから持ち、個人で、あるいは学生同士が助け合い、

学習する。 

②社会貢献 

見学者の喜びや感謝に感動し、社会貢献を実感す

る。 

③文化活動 

見学者と知識を共有することを、あるいは解説グル

ープ内での切磋琢磨などを楽しむ。ここには学校教育

のような強制や義務はない。 

④科学館展示場の活性化 

科学館展示には、使用方法が分かりにくいものや難

解なものがあり、残念ながら十分利用されないものもあ

る。学生の存在で見学者の知識や興味に合わせた解

説が可能となり、展示機能が桁違いに向上する。学芸

員による解説には、自由に質問が発せられない傾向

があるが、学生解説の場合は、見学者がのびのびと質

問や自分の考えを発して、展示をテーマに会話が生ま

れ、その会話を楽しむ見学者が周囲に集まり、展示場

に活気がみなぎる。 

このように、このプログラムは、教育の枠を超えた文

化活動に発展する可能性を秘めている。そこで、今年

度は去年の実績に基礎を置き、スタッフ数を 100 名規

模に、イベント実施日を倍増して実施した。前年度の
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経験者が中心スタッフとなり、 

①８月 20、21 日に「青少年のための科学の祭典」の 1

プログラムとして「科学の基礎を訪ねる」、 

②11 月 19，20 日に、「自然科学の基礎を訪ねる」∗（世

界物理年日本委員会・関西委員会等主催）の１プロ

グラムとして、「青少年による大阪市立科学館ガイド」、 

を実施した。この取り組みは、教員・学芸員の指導の

下で、学生が準備段階から運営し研修を行い展示解

説を行うものである。以下ではこの取り組みを「学生に

よる展示解説ボランティア」と記すことにする。 

本稿では、「学生による展示解説ボランティア」につ

いて、2章で準備から実施までの流れについて、3章で

組織について、4 章で運営について、5 章で展示解説

について述べ、6 章でまとめとして、評価・課題を与え

る。 

 

図１．「科学の基礎を訪ねる」のポスター。１日目

の様子から製作し、2 日目に掲示したもの。 

 

図 2．「科学の基礎を訪ねる」の概念図  

 

２．準備から実施まで 

「学生による展示解説ボランティア」を準備から実施

まで主体となって運営したのは、去年の経験者が発起

人となって発足した科学館大好きクラブである３。スタッ

フの募集、打ち合わせ会議の要旨、スタッフの役割分

                                             
∗
世界物理年日本委員会・ 関西委員会、 日本物理教育学会

近畿支部、大阪大学湯川記念室、大阪市立科学館、大阪教

育大学の 6 者による共同イベント。学生による展示ガイドのほか

に、「科学の最先端を市民に語る・市民にむけた第２１回湯川

記念講演会」として、大阪大学物理学専攻などのスタッフによる

実験デモと４人の専門家による講演が、科学館に近接する大阪

大学中之島センターで行われた。 

担など、「学生による展示解説ボランティア」を運営す

るための最低限の骨格は教員や学芸員の起案による

が、運営の主体が学生であることが、本取り組みの特

徴であり、後述する成果はこれによるところが極めて大

きいことをここで強調しておく。 

準備から展示解説の本番までの主な流れを表１に

示す。 

 

表 1．準備から実施までの主な流れ 

月 日  

1 25 連絡用メーリングリストの立ち上げ（Yahoo!

グループ利用） 

2 17 スタッフ募集開始（主に大阪教育大学、

同附属中・高校） 

4 23 展示場見学開始 

５ 13 スタッフ募集締め切り。この時点での応募

者 113 名 

６ ４ アドバイザー、学生リーダーの役割分担

内定 

6 5 「科学館大好きクラブ」設立総会兼第１回

打ち打ち合わせ会議 

展示場見学、役割分担など 

7 10 第 2 回打ち合わせ 

役割ごとの打ち合わせ、展示ガイド班ごと

の研修・打ち合わせ、全体調整など 

8 14 第 3 回打ち合わせ 

展示ガイドの研修 

8 20 本番 

8 21 本番 

9 18 第４回会合 

８月の反省会、11 月の世界物理年企画

に向けて 

10 2 第５回会合 

班長会議、研修 

11 19 本番 

11 20 本番 

12 11 反省会 

＊各会合の内容・時程は付録１を参照 

最終的な科学館大好きクラブの登録者は 116 名で、

実際に活動したものが 103 名である。登録したものの

日程の調整ができない等の理由で活動できなかったも

のが約 1 割存在した。詳細は表２，３の通りで、各活動

日の平均出席率は約 7 割である。ここに示した活動日

以外にも、学生が自ら科学館に来て展示場で研修を

行った。教員や学芸員の指導を離れて、学生が主体

的な学習を行ったことが本プログラムの特徴である。な

お，このような自主学習を促すため、科学館大好きクラ
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ブのＩＤカードを提示した者は，展示場に無料で入場

できるよう取り計らった。 

表２．大好きクラブに登録した人数と実際に活動

した人数 

  登録数 活動人数

中学生 15 15

高校生 34 34

大学生・院生 54 43

教員・社会人 13 11

合計 116 103

 

表３．活動人数 

月 6 7 8 8 8 9 10 11 11 12活動

月日 日 5 10 14 20 21 18 2 19 20 11

中学生 14 13 10 12 13 10 11 15 13 12

高校生 28 28 25 25 30 21 14 20 20 21

大学生・

院生 
33 35 29 31 31 23 22 27 26 28

教員・社

会人 
11 9 10 9 9 8 8 9 9 9

合計 86 85 74 77 83 62 55 71 68 70

 

３．組織（科学館大好きクラブ） 

 「学生による展示解説ボランティア」を運営した科学

館大好きクラブは、アドバイザー、学生リーダー、およ

び学生・生徒で構成される。アドバイザーは教員・学校

関係者、学芸員、去年の経験者である大学院生およ

び社会人の１３名で（表４）、学生リーダーは去年の経

験者である大学生 18 名である（表５）。この学生リーダ

ーが核となり、本年度初参加の大学生が各役割を担う

ことで、表６，７のように科学館大好きクラブが組織化さ

れた。各係を統括・調整する総務係の下に、9 係が置

かれ、「学生による展示解説ボランティア」が学生によ

って運営された。教員や学芸員はあくまで助言者であ

り、企画から実施まで実働するのは学生である。そして、

次章で触れるように、学生の自己組織化があらわれ、

助言や期待を超えた取り組みがなされた。 

表４．アドバイザーの所属 

1 大阪市立科学館 

2 大阪教育大学 

3 大阪教育大学附属高校天王寺校舎 

4 大阪教育大学附属天王寺中学校 

5 大阪府立西淀川高校 

6 大阪府立西淀川高校 

7 大阪府立大塚高校 

8 大阪府立四条畷北高校 

9大阪府立大手前高校 

10大阪府立大冠高校 

11元大阪教育大学附属高校 

12菱電化成(株)分析センター 

13大阪府立大学 大学院 

 

表５．学生リーダーの所属 

1近畿大学 ４回生 

2大阪教育大学 ３回生（附属高校実習助手） 

3立命館大学 ４回生 

4大阪女子大学 ３回生 

5京都大学 １回生 

6名古屋大学 １回生 

7京都大学 １回生 

8大阪教育大学 ３回生 

9大阪教育大学 ４回生 

10大阪教育大学 ５回生 

11大阪府立大学 １回生 

12大阪府立芦間高校 講師 

13大阪教育大学 １回生（附属高校実習助手） 

14仏教大学 ３回生 

15仏教大学 ３回生 

16大阪教育大学 ４回生（附属高校実習助手） 

17京都大学 １回生 

18立命館大学 ４回生 

 

表６．大好きクラブの組織 

 係 職務 

1 総務（企画担当） 各係の統括・調整 

2 総務（財務担当） 
出欠に関すること、交

通費・消耗品費の管理

3 研修（展示・班決め） 

ガイド展示の決定、ガイ

ド班の決定に関するこ

と 

4 科学館受付（案内） 
科学館受付の準備と

実施に関すること 

5 記念品・ｼｰﾙｶｰﾄﾞ 

参加者への記念品とス

タンプラリー用台紙に

関すること 

6 ハービス展示・受付 

ハービスでの展示およ

び受付の準備と実施に

関すること 

7 バス関係（誘導・ｶﾞｲﾄﾞ） 
シャトルバスに関するこ

と 

8 記録（文書，写真等） 
イベントの記録に関す

ること 
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9 解説書編集・出版 解説書の出版事務 

10 調査・分析，評価 
参加者、展示の調査お

よびイベントの評価 

 

表７．大好きクラブの役割分担の人員構成 

 係 
アドバ

イザ- 

学生リー

ダー 
学生

1 総務（企画担当） 1 2 3 

2 総務（財務担当） 1 1 0 

3 研修（展示・班決め） 2 2 4 

4 科学館受付（案内） 1 2 4 

5 記念品・ｼｰﾙｶｰﾄﾞ 1 2 3 

6 ハービス展示・受付 2 2 4 

7 バス関係（誘導・ｶﾞｲﾄﾞ） 1 2 4 

8 記録（文書，写真等） 2 1 3 

9 解説書編集・出版 1 2 5 

10 調査・分析，評価 2 2 5 

 

４．運営 

表６，７に示した各係では、機が熟してくると、活動

が活発となり、著者らは各係の動向を把握できない状

態となった。そして、教員・学芸員の助言や期待を超

えた取り組みがなされた。その一部を次に与える。 

・研修係 

研修日のためのマニュアルが作成され（付録２）、研

修日では、去年の経験者の話などをプログラムに取り

入れ参加者を激励した。11 月の本番直前に、参加で

きないものが続出したときは、急遽ガイド班の再編成を

行い、ことなきを得た。 

・バス係 

シャトルバスの運行だけでなく、車内で参加者のイ

ベント参加への動機を高める案内を行った。 

・調査・分析・評価係 

参加者、スタッフへのアンケートを実施し、打ち合わ

せ会議などでは、アンケート結果などを示し、励ました

り、本番への心構えを提示した。また、来年度への課

題を明らかにし、科学館展示への提言をも行った４。 

・記念品・シール係 

独自の飛行機工作キットを印刷した。版権の処理か

らデザイン、業者発注なども行った。スタンプラリー用

の台紙も、独自のものを製作した（付録３）。 

・科学館受付（案内） 

シャトルバスを降車した見学者は、説明を聞かずに

すぐに展示場に入ろうとする。それを抑えて 10 から 20

名を一箇所に集めて、要領よく説明を行った。チラシ

を自らのデザインで作成した(付録３)。 

・ハービス展示・受付 

ハービス・ホール（「青少年のための科学の祭典」の

メイン会場）来場者に「学生による展示解説ボランティ

ア」の活動を周知させるため、手作りのポスターやチラ

シを用意するとともに、液晶プロジェクターで活動の概

要を説明するなどした。また，科学館から「カオティック

振り子」をハービス・ホールに持ち込み、学生が解説し

た。これは来場者に大変好評であった。 

・バス関係（誘導・ガイド） 

 ハービス・ホールと科学館の間を往復するシャトルバ

スの運行計画を策定し、バス会社との交渉を行った。

また、バスの乗り降りや移動の際の安全確保のため、

周辺施設や警備関係者とも事前に充分な打合せを行

った。さらに、科学館へ向かうバスの中では諸連絡をし、

戻りのバスでは感想を聞くなど、バスガイドとしての仕

事も行うなど、目立たないところで全体を支えた。 

・総務（企画担当） 

スタッフ連絡用に Yahoo!グループを利用した。不慣

れな者に Yahoo!グループの機能を充分活用できるよう

指導するのはかなり困難であったが、繰り返し丁寧に

説明することでほとんどの者が機能を使えるようになっ

た。また、科学館大好きクラブの広報等を行うため、ホ

ームページを立ち上げた 。 

・総務（財務担当） 

所属の異なる 100 名を超えるスタッフの出欠管理、

交通費精算、消耗品費精算など、非常に煩雑な事務

を正確に行った。人数が多いため、作業は非常に困

難なものであったが、消耗品費 352 円などと 1 円単位

で精算した。また、交通費については通学定期券の使

用日とそうでない日を区別する等、少ない経費を有効

に活用できるよう努力した。 

 

５．展示解説  

解説を行った展示を表８に示す。解説班は表９のよ

うに大学生を核に中学生、高校生から構成され、研修

は大学生が中学生・高校生を取りまとめる形で行われ

た。 

 

表８．解説を行った展示の概要  

1 星 の 三

次 元 分

布 

カシオペアと北斗七星を三次元

的に配置し、太陽系外から見た

様子を体験する。 

2 ニュートリ

ノを探る 

人工ニュートリノ実験（Ｋ２Ｋ）を紹

介するもので、カミオカンデおよ

びスーパーカミオカンデのフォトマ

ルなどを展示 

3 カ オ テ ィ

ッ ク 振 り

複数の剛体振り子を連結させた

もので、非線形性によりカオティッ
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子 クな運動を見せる。 

ケプラー

モーシ ョ

ン 

１/ｒ回転体上を鉄球が転がり落

ちる様を楽しむもの。ケプラー運

動を近似的にみせるもの。 

4 

ス ピ ー ド

スピン 

フィギュアスケートのスピンを体験

するもの 

5 ス ペ ク ト

ル 

回折格子による分光を体験す

る。 

6 人 間 電

池、 

2 種の金属板を触れると起電力

の生じることを示すもの。 

7 原 子 力

発電 

連鎖反応のモデルと、原子力発

電の構造をパズルで体験的に学

ぶ展示。 

8 水 力 発

電 

水をくみ上げ、その水を落として

水車を回転させ発電するもの。 

9 浮かぶ地

球 

電磁石を制御し、鉄で出来た地

球儀を宙に浮かばせるもの 

10 グロー放

電 

グロー放電を実際に見せるもの。

11 偏光ステ

ン ド ガ ラ

ス 

偏光を紹介するもので、偏光版

にセロテープを張ったものを偏

光版を通して見るとあたかもステ

ンドグラスのように見えるもの 

 ブラックウ

ォール 

偏光板を丸めた筒で、あたかも真

ん中に黒い壁があるように見える

もの。 

12 センサ 超音波センサで距離や身長を測

る。 

13 不思議な

部屋 

実際は傾いた部屋であるが、片

目で見ると普通の部屋のように見

えるもの。 

14 ふ く ら ん

だ り ち ぢ

んだり 

アクリル容器内を減圧すると中

の風船が膨らみ、大気圧の戻

すと風船が縮むもの 

15 カミナリの

赤ちゃん 

減圧したガラス内に高周波高電

圧で放電させるもの 

風 の 性

質 

筒の上部に風を送ると、筒の中を

紙風船が登る。 

16 

シュート ブロアーから吹き出る強風でビー

チボールを捕らえ、バスケットゴー

ルにシュートするもの。 

17 音が見え

る 

シリコンオイルの入ったガラス管

の中で生じる音の定常波をしぶき

が立ち上がる様子で観察するも

の 

 

 

表９．展示解説班の構成 

９月の解説班構成 

ガイト展示 構 成 員

の 所 属

学年 

 ガイト展示 構成員

の 

所 属 学

年 

大 1 大 1 

大 2 大 3 

中 2 大 3 

中 2 中 2 

偏光ステ

ンドグラス  

雷の赤ち

ゃん 
高 2 

  

  

  

  

  

音が見える  

センサ 

中 2 

大 3 大 1 

大 3 大 3 

高 1 大 3 

高 1 中 2 

高 1 高 1 

ケプラー

＆スピード

偏光板ス

テンドグラ

ス 
  

  

  

  

  

  

  

スペクトル  

不思議な部

屋 

高 1 

大 3 大 1 

大 3 大 4 

高 1 高 1 

高 1 高 1 

グロー放

電    

星の三次

元分布 
高 1 

  

  

  

  

  

風の性質＆

シュート   

音が見える 

  

大 3 大 1 

大 1 大 3 

中 3 中 2 

中 3 高 1 

原子力発

電    

水力発電

高 1 

  

  

  

  

  

不思議な部

屋    浮

かぶ地球 

高 1 

大 3 社会人

大 4 大 5 

中 3 高 1 

高 1 中 2 

膨らんだり

縮んだり  

グロー放

電 
高 1 

  

  

  

  

  

センサ   

膨らんだり

縮んだり 

中 3 

大 4 大 4 

大 3 大 4 

高 1 大 4 

高 1 中 2 

高 1 高 1 

星の三次

元分布  

原子力発

電 

  

  

  

  

  

  

  

浮かぶ地球 

ニュートリノ

を探る 

高 1 

院 2 高 3 

大 5 大 3 

高 1 中 2 

高 1 中 3 

ニュートリ

ノを探る  

スペクトル

高 1 

  

  

  

  

  

雷の赤ちゃ

ん    

人間電池 

高 1 

大 3 大 1 

大 4 大 3 

人間電池

ケプラー

＆スピード 大 5 

  

  

  

水力発電  

風の性質＆

シュート 高 1 
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高 2 高 1 

高 2 高 1 

 

高 2 

  

  

  

 

  

１１月の解説班構成 

ガイト展示 構 成 員

の 所 属

学年 

 ガイト展示 構成員

の 

所 属 学

年 

大 1 大 3 

大 2 大 5 

中 2 中 2 

中 2 中 3 

ニュートリ

ノをさぐる  

偏光板ス

テンドグラ

ス     

  
スペクトル  

人間電池  

高 1 

大 3 大 1 

大 3 大 3 

高 1 中 2 

高 1 中 2 

発電（原

子力中

心）   

ケプラー

＆スピード 高 1 

  

  

  

  

  

風の性質＆

シュート  

音が見える  

高 1 

大 3 大 3 

大 3 大 3 

高 1 中 2 

高 1 高 1 

高 1 高 1 

膨らんだり

縮んだり  

グロー放

電    

中 3 

  

  

  

  

  

  

音が見える  

スペクトル 

高 1 

大 3 大 1 

大 1 大 4 

中 3 大１ 

中 3 高 1 

グロー放

電    

発電（原

子力中

心）   高 1 

  

  

  

  

  

センサ   

風の性質＆

シュート   

高 1 

大 3 大 1 

大 4 中 2 

大 2 高 1 

中 3 高 1 

高 1 中 2 

偏光板ス

テンドグラ

ス膨らんだ

り縮んだり 

高 1 

  

  

  

  

星の三次元

分布   

浮かぶ地球 

高 1 

大 4 社会人

大 3 大 4 

高 1 高 1 

高 1 中 2 

ケプラー

＆スピード 

星の三次

元分布  
高 1 

  

  

  

  

  

カオティック

振り子   

センサ   

中 3 

大 4 大 2 

大 4 大 3 

大 2 

高 1 

科 目 等

履修生 

高 1 大 1 

人間電池 

ニュートリ

ノを探る  

高 1 

  

浮かぶ地球 

カオティック

振り子 

  

7 月 10 日の研修では、展示場でのプレゼンテーショ

ンが行われ、教員・学芸員の指導を受けた。それ以外

は、学生が自主的に研修を行い、彼らの要請に応じて、

教員や学芸員が専門的な助言を行った。小中学校へ

の配布を目的とした解説書作成の前段階として、11

月の実施では、ガイドに加えてこの解説書を配布する

こととした。文書化という過程が質の高い研修となった。

また、大学生にとっては展示の学習の際、中・高校生

を指導することも求められるもので、責任のある緊張し

た自発的学習となったようである。その結果、質の高い

ものとなったようである。典型的なガイドを以下に例示

する。 

①ニュートリノを探る 

人工ニュートリノ実験を紹介するもので、カミオカン

デとスーパーカミオカンデのフォトマルの実物が展示さ

れている。当該年がアインシュタインイヤーであるので、

光電効果に関連するものとして解説することになった。

ガイドのためのシナリオを作成し、学芸員の添削を受

けた。当初、ニュートリノの散乱断面積を幾何学的大き

さと誤解していたが、量子論的な確率概念を説明でき

るようになった。ガイド班の一つが生物専攻の大学生と

中高校生であったことが特筆される。また、解説パネル

を製作したほか、小道具としてカミオカンデの模型を高

校生が作成した。 

②偏光ステンドグラス 

偏光を紹介するもので、偏光板にセロテープを張っ

たものを偏光板を通して見るとあたかもステンドグラス

のように見えるものである。光の波動性、偏光板とセロ

テープの機能を独自の概念模型を制作し解説を行っ

た（図３）。 

  

図３．自作の概念模型で偏光板のと光を説明して

いるところ。 

③人間電池 

2 種類の金属板それぞれを両手で触ることで起電

力を生じさせる展示。ボルタ電池の原理を解説するた

め、レモン電池など展示に加えて他の実験をも加えて

解説を行った。 

④ふくらんだりちぢんだり 
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アクリル容器内を減圧すると中の風船が膨らみ、大

気圧に戻すと風船が縮むもの。ペットボトルを使った手

作りの浮沈子や食品保存用の容器を利用して自作し

た減圧容器などを併用して解説を行った。 

⑤水力発電 

実際に水流で水車を回して発電するもの。落体運

動で運動エネルギーを得ることを示す模型を作成し、

水力発電の原理を説明した。 

このように、既存の展示をそのまま解説するのではな

く、さまざまな補助手段を製作し、解説を行った。また

解説一日目の経験が 2 日目の実践に、さらに 8 月の

経験を 11 月の実践に活かすよう、学習や小道具の製

作・改良などが繰り返された。この活動を図式化すると

次のようになる。 

 
 

この活動は単に展示を解説するだけでなく、創造活

動であり、また、経験による修正を加えるという学習活

動である。 

 

６．まとめ 

「学生による展示解説ボランティア」は、教員・学芸

員が最低限の骨格を与え、学生が主体的に運営し実

践するものである。学生は起案、実践、試行錯誤、改

良など、創造活動の本質を経験した。さらに、見学者

の反応により、自身の創造活動を評価することができ、

達成感を味わった。この経験より、多くの学生には主

体的学習の態度が芽生えたようである。そして、次回

への取り組みの意欲がみられる。これらを制度化され

た学校教育に求めるのは困難であるが、学生が経験

すべき要件であろう。 

このような成果が得られたのは、次のような背景があ

ったからであろう。 

１． 指導的な学生の存在 

２． 教員・学芸員と学生との信頼関係 

３． 教員・学芸員による準備作業 

４． 13 年間に及ぶ「青少年のための科学の祭典」で

の経験とそこで構築された教員や学芸員の人脈 

５． 前年度の試行で得たノウハウ 

６． 科学館の受け入れ体制 

 ただし、次のような課題もある。 

１． 大学生は責任を持って取り組んだが、中学生高

校生の中には２日間に渡って緊張感を持続する

のが困難なものが少なくなかった。彼らにとっては

創造活動ではなかったと考えられる。発達段階に

応じた課題を与えることが必要であろう。 

２． 展示場で飲食をしたり、ガイドの時間中に長時間

談笑を続けたり、展示解説ボランティアとしてふさ

わしくない態度を外部から指摘されることがあった。

少数のスタッフによるものであるが、このような態度

は組織全体のものとして判断されてしまう。適度に

休憩できるようにするなど余裕のある体制と適切な

指導体制の確立が必要であろう。 

３． 展示解説当日を安易に欠席するものが少なくなか

った。そのため、急遽担当以外の展示を解説する

ものや、解説が困難になった展示があった。参加

登録には相当の責任を課す必要があるだろう。 

これらのことは、次回に意欲を見せている学生は克

服すべき課題として既に自覚していることである。この

自覚も「学生による展示解説ボランティア」の成果であ

る。  

解説を行った 4 日間はもちろんのこと、展示の前で

の研修は来館者に刺激を与え、展示場が活性化され

るのである。「学生による展示解説ボランティア」は科

学の成果を学ぶだけでなく、伝道をも楽しむものであり、

若者の成長を促すものである。さらに質を高め、文化と

して定着させる所存である。 

 

謝辞  

学生・生徒諸君の熱意と誠実さに多くの人が感激し

た。感謝の意を表するとともに，さらなる成長と発展を

期待する。昨年からこの企画に参加し、ともに企画運

営及び学生の指導に当たってきた大阪府立西淀川高

校の唐津正之氏、糠野順一氏、大阪府立大塚高校

の岡本泰弘氏にお礼申し上げる。また､当初からこの

企画を応援し、支えてくれた「青少年のための科学の

祭典」大阪大会実行委員会、（財）日本科学技術振

興財団・科学技術館、日本物理教育学会近畿支部、

読売新聞大阪本社、関西サイエンス・フォーラムに深く

感謝する。「自然科学の基礎を訪ねる」を秋の主催行
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事と位置づけ、全面的に支援していただいた世界物

理年日本委員会及び同関西委員会にも感謝申し上

げる。また、大阪教育大学及び（財）青松会の援助に

より、学生の学習活動を一層充実させることができた。

この場を借りてお礼申し上げる。会合・研修・本番を支

障なく実施できたのは、大阪市立科学館の職員の暖

かい理解と援助によるものである。ここに謝意を表す

る。 
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付録１ 打ち合わせ会議の内容時程  

「科学館大好きクラブ」設立総会兼「科学の基礎を訪

ねる」第１回打ち合わせ会議 

日時：6 月 5 日 9 

〔中学生・高校生〕 

9:30 受付（ID カードを研修室前で受け取り，

研修室内へ） 

10:00 研修室に集合完了、大阪市立科学館

館長挨拶，発起人挨拶、大阪市立科学

館展示物に関する概要説明、「科学の

基礎を訪ねる」についての説明，質疑応

答、「おすすめガイドポイント」とアンケー

トの配布 

11:30 個人写真撮影，交通費申請，参加日の

登録など、（各自で昼食・休憩） 

13 時まで 展示場に入り館内をくまなく

見学、「おすすめガイドポイント」とアンケ

ートの記入 

16:30 研修室前で「おすすめガイドポイント」と

アンケートを提出，帰宅 

 

〔大学生・大学院生・社会人等〕 

 

9:30 受付（ID カードを研修室前で受け取る

こと）交通費申請，参加日の登録など、

「おすすめガイドポイント」とアンケートの

配布、展示場に入り館内をくまなく見

学、「おすすめガイドポイント」とアンケー

トの記入 

12:30 個人写真撮影（希望者のみ。自分で用

意できる人は不要）（各自で昼食・休

憩） 

13:30 研修室に集合完了 大阪市立科学館

館長挨拶，発起人挨拶、大阪市立科

学館展示物に関する概要説明、「科学

の基礎を訪ねる」についての説明，質疑

応答、役割分担の後，各役割ごとに打

ち合わせ 

17:00 「おすすめガイドポイント」とアンケートを

提出，帰宅 

 

第 2 回打ち合わせ会議 

日時 7 月 10 日 9:30～ 

9:30 中高生：日程確認、ガイド箇所調査表

を配布・説明、メンバーがそろった班か

ら展示見学へ 

大学生以上：日程確認、各係に分かれ

て活動 

11:00 中高生：個ガイド箇所を決定 

11:30 スタッフ全体の合流、全体への連絡、

各係からの連絡①調査分析評価より②

科学館受付より③研修より体験談 

12:00 班ごと打ち合わせ、研修よりガイドマニ

ュアルの説明、各班で昼食、昼食が終

わったら、ガイド方法について各班で話

し合い 

16:30 各係で打ち合わせ・状況報告 

それ以外の人→班ごとに解散 

 

第３回打ち合わせ会議 

日時 8 月 14 日 9:30～16:30 

9:30 各ガイド班でプレゼンの最終打ち合わ

せ 

10:00 前半テーマ（班分け一覧表に記載され

たテーマ後半テーマのプレゼン 

12:45 昼食 

13:30 各アドバイザーから各ガイド班への指導

16:30  

※１０：００～１２：４５は，各アドバイザーが担当箇所の

チェックを行 

う。 
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第４回打ち合わせ会議 

日時：９月１８日（日） 13:30～17:00 

13:30 調査結果の報告（調査・分析・研究係）

 ８月の記録ビデオ（記録係） 

 ８月の総括・反省（全体） 

 意見交換 

 世界物理年企画に向けて概要説明（筒

井） 

 ガイドポイントと班編制について（研修

係） 

 報告書作成について（種村） 

 スタッフ用ブルゾンについて（田口） 

 精算について（田口） 

 その他（１０月２日の予定など） 

 

第５回打ち合わせ会議 

日時１０月２日１１：００～ 

11:00 班長会議、展示場確認 

13:30 各班打ち合わせ、流れ解散 

 

 

付録２ ガイドマニュアル抜粋 
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付録３．学生が作成した印刷物 

 

 

 

 

 

 

 


